
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年 12 月 9 日発行 

第 44 号 

                                                                    文責：三谷 
 

 

＄冬休みに今年の復習・確認(計画的な学習で基礎・基本の定着を！)＄ 
 ２学期もあと二週間で終わろうとしています。２学期前半はキャンプやつくしの 

家との交流等での行事を通してなかまづくりを進めることができました。後半は向 

寒運動等で体力向上に向けて自分自身を見つめる機会が増えました。目的がない学 

習はありません。大切なことは、自分自身が目標をもって何事にも一生懸命取り組 

むことです。肝心なことは目的意識です。そのためには、自分は何がやりたいのか 

これからどうするのかといったことを自分自身に問いかけることが必要です。すぐ 

には答えが出ないかもしれません。でも、問いかけ続けなければなりません。中にはやりたいことが

見つけられなくて、「もう、どうでもいいわ」と半分諦めている人もいるかもしれません。 

それは、やりたいこと・したいこともあるけれど、自分には無理だと思っている 

人かも知れません。でも、頑張ればなんとかなるものです。少なくともチャレン 

ジしなければ何も得るものはありません。やればできると思って残り少ない３学 

期からを本当の意味で充実したものにしてください。「まだ、間に合います！」 

３ヶ月あれば何とかなります。簡単に諦めずに最後までねばり強く頑張ってほし 

いものです。冬休み中、勉強していてわからないところがあったら、復習や確認 

をしてください。授業で使っていたドリルやプリントの問題でも、自分で買った 

ドリルでも何でもかまいません。とにかく行動を起こしましょう！！ 

＄炭
すみ

(C)焼きに挑戦 Part1＄ 
１２月３日（火）の昼休み、浅野重信様・川合正男様にお世話になって、今年１回目の炭焼き

に挑戦しました。お二人には、事前に樫木の原木、窯の準備していただいてありがとうございま

した。当日は子どもたちとともに原木を窯の中へ並べていただきました。今後は、火入れをして

空気を遮断してから、約２週間後に炭が完成します。楽しみにしてください。 

また、１年生の皆さんにとっては初めての体験で、木から炭に変わることの不思議（燃えても

灰にならないこと）さを感じることだと思います。（詳細は明星第４０号を参照してください） 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

『であい、ふれあい、そして未来へ』～自分を発揮し 求め続ける白川っ子の育成～ 

ＨＰで『白川小だより』 

をご覧いただけます。 

白川小学校で検索を！ 

 

$$明星(白川小だより)$$ 

原木を入れた後 原木を入れる前 



＄中学校への準備始まる＄←１２月６日(金)：亀山中学校入学説明会 

亀山中学校体育館において、令和２年度入学説明会が行われました。各小学校別にお家の方と

座って、生徒会本部役員の司会で、各部の部長（キャプテン）から部活の紹介、本部役員から学

校の生活のきまりの説明がありました。休憩をはさんで、担当の先生から入学までの準備等説明

がありました。いよいよ、進学に向けての準備が始まります。 

＄ふれあい餅つき＄←１２月 3 日(火)：市青少年研修センター 

年の瀬を迎えると、「ぺったん、ぺったん」という音が聞かれます。臼と杵を使った餅つきの 

擬音です。１７２名の子どもたちが集まり、市ライオンズクラブ主催でふれあい餅つきに参加し

ました。今年は、大翔鶴関をお招きして、一緒にお餅をついて楽しく過ごしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＄近隣の産業を見学＄←１２月６日(金)：５年生社会見学 

社会科学習の一環で、ホンダ技研鈴鹿製作所 

と鈴鹿市伝統産業会館へ行ってきました。ホン 

ダ技研鈴鹿製作所では、自動車の組み立てライ 

ンを見学して係の方から説明を受けました。子 

どもたちは、ひとつのライン上で自動車が徐々 

に完成していくことに驚いていました。 

また、鈴鹿市伝統産業会館では、伊勢型紙の 

体験講座に挑戦して色紙を制作しました。子ど 

もたちは、細かい作業 

で苦戦している姿もあ 

りましたが、全員作品 

を完成してお家へ持ち 

帰りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《白川小コラム》→ → → 師走
し わ す

って何 ？？ 

１２月のことを師走
し わ す

と言いますが、師走とは、陰暦で十二月のことで太陽暦とも 

いいます。師走という言い方には諸説あります。そのひとつとして、師走は当て字 

で、語源は以下の通り正確な語源は未詳です。師走の主な語源説として師匠の僧が 

お経をあげるために、東西をはせる月と解釈する「師馳す（しはす）」があります。この説は、平安

末期の「色葉字類抄（いろはじるいしょう）」に、「しはす」の注として説明されています。現代の

「師走」と漢字の意味も近く、古い説であるため有力に思えますが、「師馳す」説は 

民間語源で、この説を元に「師走」の字が当てられたと考えられています。その他、 

・「年が果てる」意味の「年果つ（としはつ）」が変化したとする説。 

・「四季の果てる月」を意味する「四極（しはつ）」からとする説。 

・「一年の最後になし終える」意味の「為果つ（しはつ）」からとする説などがあります。 

いろいろな物事等には根拠が不明確なものもあり、調べてみることも勉強となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1575778225/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovL2tpZHMud2FucHVnLmNvbS9pbGx1c3Q3NS5odG1s/RS=%5EADBfok8eF9vymR6GVnQGtE.F_Y7cBk-;_ylt=A2RiouMwJutdXRoA7wKU3uV7

